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堀川団地 ‘やわらかい ’
まちづくり再生ビジョン

　６棟の店舗併存集合住宅からなる堀川団地は、建
設開始後、既に６０余年が経過した。２００９年４月、

「堀川団地まちづくり懇話会」が設置され、堀川団地
の再生に関する議論が行われ、必ずしも建替えだけ
を考えるのではなく、地域のまちづくりと連携して、
多様な再生活用方策 (renovation) を検討すべきであ
るという提言がまとめられた。これを受けて、堀川
団地の現在の管理者である京都府住宅供給公社と京
都大学による共同研究が開始され、多面的な調査研
究に基づく堀川団地の再生可能性の検討が進められ
た。また、「堀川団地まちづくり協議会」が設置され、
堀川団地の再生と地域のまちづくりとの連携の可能
性が議論された。さらに、堀川商店街協同組合と連
携した学生によるまちづくり支援活動等も行われた。
　これらをふまえて、京都府から、改めて堀川団地
の「再生ビジョン」の策定が求められた。京都大学
髙 田 研 究 室 で は、 こ れ ま で 行 っ て き た 堀 川 団 地 再
生 に 関 わ る 様 々 な 調 査 研 究 と、 ま ち づ く り 協 議 会
や ま ち づ く り 支 援 活 動 な ど の 記 録 分 析 等 に 基 づ い
て、再生ビジョンの策定にとりかかった。加えて、

２０１１年３月１１日に東日本大震災が発生し、住
まい • まちづくりのあり方が抜本的に問い直される
状況の下、持続可能な地域社会の構築に向けた議論
を深めてきた。「レジリエンス（resilience）」、すな
わち、予測困難な環境変化に柔軟に適合していく力
を高め、従来の福祉概念を越えた、より広がりのあ
る「良き生（well-being）」、あるいは、その居住分
野への反映である「住みごたえ」を実現しうる住ま
い • まちづくりのあり方として、「やわらかい」再生
ビジョンを提起した。再生ビジョンの中では、①プ
ロセスのデザイン「シナリオ・アプローチ」、②建築
のデザイン「再生型スケルトン・インフィル」、③機
能のデザイン「新しい福祉の地産地消」、④まちのデ
ザイン「堀川京極の再生」、⑤組織のデザイン「まち
づくり会社」、という５つのデザイン提案を行ってい
る。
　本リーフレットでは、京都大学髙田研究室で提案
した「堀川団地 ‘ やわらかい ’ まちづくり再生ビジョ
ン」について紹介する。

再生後の堀川団地のイメージ堀川団地建設当時の様子（1953 年）

堀川団地の現況写真（2011 年 8月）
２階ベランダ 住戸内部の様子 階段 造付けの家具



2 堀川団地 ‘ やわらかい ’ まちづくり再生ビジョン

１．堀川団地の概要
　堀川団地は、京都府及び京都府住
宅協会によって 1950 〜 1954 年に
かけて建設された全国初の RC 造に
よる店舗併存集合住宅である。堀川
団地は、京都市上京区堀川通の西側
に沿って、中立売通から丸太町通の
間に位置している。北から、上長者
町団地、出水団地 3 棟、出水団地 2 
棟、出水団地 1 棟、下立売団地、椹
木町団地の合計 6 棟が民有地を挟み
ながら並んでいる（図１、図２、表
１）。全ての団地が RC 造 3 階建て、
1 階は店舗併用住宅（上長者町団地
のみ店舗専用）、2,3 階は専用住宅
となっている。この地域は、戦前堀
川京極と呼ばれる上京随一の繁華街
として栄えたが、戦時中の建物疎開
により取り壊された。堀川団地は終
戦後に市街地復興住宅のモデルとし
て再建されたものである。

２．再生ビジョンコンセプト
　堀川団地 ‘ やわらかい ’ 再生ビジョ
ンでは、そこで暮らす人々が生き生
きとまちに働きかけることで、変化
に対応する回復力と持続性を持った
まちを育て、人々が住みごたえを感
じる魅力的なまちづくりを目指し、

「ひとびとがまちに働きかけ変化す
る ’ やわらかい ’ まち」をコンセプ
トとし、それの実現に向けて５つの
デザイン提案を行った（図４、図５）。

３．５つのデザイン提案
提案①：プロセスのデザイン
　「シナリオ・アプローチ」
　プロセスのデザインについては、
起こりうる未来のストーリーである
シナリオを作成することを通して
意思決定を支援するシナリオ・アプ
ローチを提案している。
　現在の価値観だけで必要以上の選
択・決断をするのではなく、将来世
代に対しても選択肢を残すことで、
まちの状況の変化や居住者の価値観
の変化に合わせて対応することので
きる ‘ やわらかい ’ 再生プロセスが
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図１．堀川団地の配置図（広域）

図２．堀川団地の配置図（拡大）

図３．堀川団地の平面図

写真２．堀川団地のファサード

図４．再生ビジョンコンセプト 図５．５つのデザイン提案
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写真１．堀川通からみた堀川団地

表１．堀川団地６棟の概要
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実現できる（図６）。複数のシナリ
オを想定し、それらのシナリオを包
含しうる最低限の選択と決断を行う
ことで、将来の多様な変化にも対応
可能な再生へとつなげていくことが
可能となる（図７）。
提案②：建築のデザイン
　「再生型スケルトン・インフィル」
　建築のデザインについては、堀川
団地のストックをスケルトンとみな
すことによって、SI 方式の考え方
を適用した再生型スケルトン・イン
フィルを提案している（図８）。
　堀川団地は、築約 60 年が経過し
たストックではあるが、実現可能な
改修によってスケルトンのキャパシ
ティを確保できる。「建替え」か「耐
震改修」かという２者択一的な選択
肢で考えるのではなく、さまざまな
団地再生技術を用いた再生が可能で
ある。耐震改修以外にも、エレベー
タ設置、浴室設置、２戸１化等の再
生技術を提案している（図９）。
提案③：機能のデザイン
　「福祉の地産地消」
　機能のデザインについては、高齢
者福祉を中心に、地域の障がい者、
元気な高齢者、商店主、子育てファ
ミリーなど多様な主体が共存し、支
え合いを共感する関係を築く新しい
福祉の地産地消を提案している。相
互に支え合い、サービスの利用者と
提供者が地域の中で循環するネット
ワークが構築される。
　堀川団地の再生においては、サー
ビス付き高齢者住宅、コミュニティ
銭湯、介護予防軽運動スペース、障
がい者グループホーム、地域福祉テ
ナントスペース、短期居住・ユース
ホステル、低家賃住宅などの機能を
建替え棟と改修棟に適切に挿入する
必要がある。また、これらの機能は
単体で存在するのではなく、互いに
連携しあう必要があり、その役割を
担うものとして「地域交流サロン」
を提案している。この地域交流サロ
ンでは、地域の人々を対象にした交
流イベントが行われ、日常的に福祉

シナリオ①：現状より高齢化が加速し、都心の利便性から子育て世代が増加するシナリオ

シナリオ②：京都の文教化、観光地化がさらに進み、学生の流入、外国人の短期居住等が増加するシナリオ
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　高齢者に対するサービスは既存ストックでは対応が難しく建て替えでの充実化を図ります。一方で、子育て世代は
安価で入居できる住宅ニーズが強まった場合には、既存ストックを活用し、子育て支援施設の充実を図っていくこと
もできます。2015 年に耐震改修のみを行った住棟のうち１棟は高齢者向け住宅として建替え、もう 1 棟は、EV を
設置した上で単身高齢者の住宅として改修します。2015 年に子育て支援施設を導入した住棟は、子育て支援施設を
拡充するとともに、子育て世帯の居住に対応するために 2 戸 1 化等の住戸改修を行います。

　定住人口だけでない交流人口をベースとしたコミュニティの形成、住戸部分だけでなく商業部分についても多様な
ニーズに合わせてその構成も変わっていくことが求められます。2015 年に耐震改修のみを行った 2 住棟のうち１棟
は学生の寮・シェア居住として改修、もう 1 棟は、EV を設置した上で子育て世帯の住宅として改修します。2015 
年に子育て支援施設を導入した住棟は、減築を行った上で、メゾネット化等の住戸改修を行います。
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との接点を持つことができる。周辺
の医療福祉施設は、 地域交流サロン
と連携して地域福祉を支援する（図
10、図 11）。
提案④：まちのデザイン
　「堀川京極の再生」
　まちのデザインについては、戦前
上京随一の繁華街であった堀川京極
の現代的な再生を提案している。
　堀川通の周辺に存在する様々な地
域資源をエリア的に関連付け、更に
それらを堀川通に沿って南北につな
いでいくことで、堀川通を京都の新
しい価値創出まちづくりの軸として
位置づける。具体的には、産業、環境、
防災の３つの視点から新しい価値創
出を図り、堀川京極のにぎわいを取
り戻す（図 12）。

提案⑤：組織のデザイン
　「まちづくり会社」
　組織のデザインについては、まち
づくり会社を提案している。全国で
住宅供給公社の再編が進められてお
り、住宅供給に限らない多様な手法
で、住民の生活と社会福祉の増進に
寄与する新たな事業体が模索されて
いる。まちづくり会社は、堀川団地
だけではなく地域まちづくり主体と
連携しながらまち全体をマネジメン
トする役割を担う（図 13）。
　まちづくり会社は、京都府住宅供
給公社の移行組織として事業主体と
なる。安定した賃貸事業を主幹収益
事業とする一方で、地域まちづくり
主体と連携しながらその利益を地
域福祉等の非収益事業へ公的に再配

分する。また、事業の公益性を担保
するために、土地の所有権を京都府
などの公的機関に持たせるなど、事
業に対する一定の監督機能を確保す
る仕組みを講じる。

４．おわりに
　現在、堀川団地では、再生ビジョ
ンを踏まえ、様々な利害関係者が関
わりながら、団地再生に向けた議論
が進められている。
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図 10．多様な主体の関係

図 12．団地再生後の堀川通のイメージ 図 13．まちづくり会社によるマネジメント

図 11．具体的な建物の利用イメージ


